
            ジ ャ ズ ア レ ン ジ され る ヨ ー ロ ッ パ

         ― ハ ン ス ・ヤ ノ ヴ ィ ッツ の 小 説 『ジ ャ ズ』 ―

                                 池 田 晋 也

1.ド イ ツに ジャズがや って きた

 本論はハ ンス ・ヤ ノ ヴィッツの小 説 『ジャズ』(1927)1の 分析を通 して、1920年 代の文 学的

ジ ャズ表象の一 例を示す ことを試 み る ものである。それ と並行 して、ワイマール共 和国期 ドイツ

におけ るジャズ受容 の過 程 を概 観 し、小 説 『ジャズ』の背景にあ るジャ ズのイ メー ジを探 つてみ

たい。

 ヨー ロッパ のなかで も、 ドイ ツは特 にジ ャズの受容が遅れた国で あつた。少 な くとも第一 次大

戦 末期の1917-18年 頃 に は ヨー ロ ッパ でジャズの レコー ドが聴 かれ ていた が、それ らが ドイ ツ

に もた らされた のは1920年 以降 と見 られ てい る。2ド イ ツは敗戦国で あ り、戦後 の社会的 ・経

済的混乱が終息 し安 定期 に入 る1924年 になつてか らよ うや く本 場アメ リカ のジャズ バン ドが訪

れ るよ うにな った。1925年 頃に なる と、ベ ル リンの主要なホテル、カ フエ、バ ーで ジャズを演

奏す るダンスバ ン ドが見 られ る よ うに なる。 こ うした本格的な受容が始 まるまでは、 ドイ ツ国内

のジャズ バン ドの演 奏 はア メ リカの それ とは程 遠い ものであ り、騒々 しく演奏 しさえすれ ばジャ

ズにな るとい う誤解 もあ った よ うで あ る。3そ の原因 としては、模範 となる本 場ア メ リカ の人材

が ドイ ツには不在 で あった こ と4が まず挙 げ られ るが、当時の レコー ド録 音 ・再 生技術が低 かっ

た ことで 、再 生 された ジ ャズの 演奏 が 一 特 にデ ィキシー の よ うな小編成 のバ ン ドの場合 に 一

iこ の作品からの引用は、Janowitz, Hans:Jazz Roman mit einer GD mit Jazz-Aufnalunen der 2(ぬr J血e.

Hg. und mit einem Nachwort von RolfRieﾟ. Bonn 1999か ら行い、()で その箇所を記す』ぐ―う は省略箇

所を、[】は引用者による補足であることを就
2W6血e鴻M膿Hl Urwa正dmusik and the Borders of(弛㎜an Iden晦 」画n漉rat㎜ofthe Wblmar

Republic. Ih:The(Tersnan Quarterly. UoL64. Fall 1991, S.475―487. Hier 5.475.1919年 に発表されたヴァ

ルター ・メーリングの詩Dada Eislog 1919に はすでに、「フォックス トロッ トとジャズ(Fo血)tt und Jazz)」

ということばが見 られ る。K�n, U)】ker(Hg―):Hoppla,嘘 加伽. Kabarett einer gewissen Republik

1918-1933.Berlin 1988,5.26.
aPansch , Cornelias:Hannibal ante Porbs:Jazz in Weimar、 In=㎞e曲e, Thomas W, Brockxnann,

Stephen(Ed):Dan(劔 α1伽 圃(翔a舳 弊 α2猛θα認㎜(踊 θ馳 副 鋤 曲('.olumbia 1994,

5.105-116.Hier 5.106-
aEbcL , S.1a5.
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実際よ りも荒 々 しく聞こえた こと5も 原因のひ とつ と考 えていいだろ う。

 1929年 に、音楽学者マ ンフ レー ト・ブコー フツァー は、雑誌 「メロス」 に寄 せた 「ジャズの

社会学 」 とい う表 題の小論の なかで、本来の黒人音楽 としてのジャズの他 に、ホ ワイ トマ ンとガ

ーシュイ ンの西洋音 楽化 されたジャズ
、従 来の作品の ジャズア レンジ(Verjazzung)、 クシェネ

ックのジ ャズオペ ラや映画 音楽 としてのジャズ な ど様 々な形態のジ ャズ を論 じ、次の よ うに述べ

ている。「ジ ャズは、利用 と目的 との くびきに繋 がれ てお り、ただ利用 され ることにおいて のみ、

適切 に体験 され うる。」6つ ま り、西洋 に受け入 れ られ るた めに、お よそ10年 の 間でジャズはそ

の姿を変え られ 、その生 命力 を制約 され て しま った とい うわ けで ある。こ うした認識 は音楽 の専

門家たちに とつて、あ る程 度普遍 的な もの だった よ うだa音 〉く"  テ ィアス ・ザイバー は、1930

年 に次 の よ うに諏 ・ている。

  楽 器 と響 きの極 端 さにお いて 、また リズ ム と即 興 の ワイル ドさ(ホ ッ ト ・スタイル

  。Hot``・St皿)にお いて荒れ狂 っていた、 当初 は革命 的に沸 き立 って いた ジャズの諸力 は、

  次第 に よ りお だや かな生へ と逆流 していつた。 ジ ャズ はすで にその嵐 のよ うな青 春 を過

  ぎて しま つたのt ジャズはいまや成熟 した 「壮 年期」 にある。 われ われ は もはや ジャ

  ズか ら大 きな驚 きを期 待 してはならないの だ、7

ワイマール期 ドイ ツのジャズ受容 は、1920年 か ら24年 ごろの初期(手 探 りの段 階》、経 済が安

定に向か う24年 ごろか ら29年 までの中期(最 盛 期)、 大恐 慌を背景 に、保守 層か らの圧 力が次

第に強ま つて ゆ く29年 か ら33年 まで の後期(排 斥 段階)の 三つに分け られ る。 これ はいわば得

体 の知 れない現象 に驚 き、観 察 し、法 則を見い だ し、そ して 自ら再生産す る8に 到 る文化 伝播 の

過程 であ った と言 えるだろ う。多 くの芸術的なムーブ メン トと同様 、ジャズ もまた ワイマール期

において一貫 した影響力 を持 つていたわけでは ない。 む しろ10数 年 のあいだで受容にはかな り

の温度 差があ った と見ていいであろ う。

2.語 りの構 造 としてのジャズ

 その よ うな時代 に ジャズを小 説のテーマ と したヤ ノ ヴィッツ とは どのよ うな人物で あつたの

5ガ ンサー ・シューラー 『初嘲のジャズ その根源と音難 闘(湯 川新 訳)浅 攻大学出版会1996年 、65
～66頁 、

6Bukofzer , Manfred:Soziok)gie des Jazz. In:Melos B. Jg.1929, S,387-391. Hier S.389
7Seiber , Matyas;Jazz―lnstrumente, Jazz-Klang und Neue Musik. In:Melos 9. Jg.1930,5.122-126. Hier

5.126.
81928年 から33年 まで、フランクフル トのホーホ音 nに はジャズ科が開設 されていた。その担当教授は註

9に 引用 したマティアス ・ザイバーであった。ア ドルノはジャズについて彼から多くの知識を得た。
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だろうか。まず彼の半生をおおまかに見ておこう。

 ヤノヴィッツは1890年12月2日 、ボヘミア地方のボディエブラディ(Podebrady)に 生ま

れた。1892年 生まれの表現主義の詩人フランツ・ヤノヴィッツは彼の実の弟である。ヤノヴィ

ッツー家は搾油所を所有していて、金銭的に豊かであった。また一家はユダヤ系であったが、生

活のなかで宗教的な拘束力といったものはほとんど働かなかったようである。ギムナジウム入学

のためにプラハに移つた彼は、そこでフランツ・ヴェルフェルやヴィリー ・バース、カフカやマ

ックス ・ブロー ト等と知り合い、作家、編集者として活動し始めた。1909年 にプラハを離れ、

将来父親の商売を継ぐときのために、ミュンヘンの穀物商で働くことになつたが、そこでも文学、

特に演劇への思いを捨てることができず、少しの間ではあったが演豪腕}平家として活動した。ザ

ルツブルクでの軍隊生活を経て、彼はハンブルクのドイチェ・シャウシュピールハウスの演出助

手の地位に就き、演劇理論を習得 した。1914年 に第一次世界大戦が勃発し、彼は再び士官とな

る。もともとカール ・クラウスの影響を受けた彼は戦争嫌いであつたが、この大戦の経験そして

弟フランツの戦死によつて、彼は 「心の底からの平和主義者として」g帰 還ナる。戦後、彼はプ

ラハではなくベルリンを文学活動の拠点とした。そこで彼はグラーツ出身のカール ・マイヤーに

出会い、共伺で表現主義の映画として名高い 「カリガリ博士」(1919)の 台本を書いた。映画製

作過程で彼らの台本は手直しされ、国家権力を戦争遂行の責任者として糾弾しようとしたヤノヴ

ィッツの意図は結局かなり薄められてしまつたのであるが、皮肉にもこの映画の興行的成功は一

夜にして彼の名声を高めることとなつた。映画台本の製作に携わると同時に、彼は1921年9月

に開店したカバレット(寄席)「 ヴィルデビューネ」の一員となり、父親の遺産を引き継ぐため

にチェコに戻る1924年 まで、クラブント、トゥホルスキー等に混じつてカバレットの出し物と

なるテクス トを書き続けた。このときの経験が、ノ」説 『ジャズdに 大いに関わっていると見てい

いだろう。

 その 『ジャ刈 であるが、物語 としては大きく分けて二っの流れから成つている。ひとつは、

主人公であるイギリスの青年ヘンリーがパリで 「パンチ卿のジャズバンドボーイズ・アンド・ガ

ールズ」というバンドを結成し、ナイ トクラブで成功をおさめ、バンドの花形ダンサーであるベ

イビーと結ばれるまで、という単純な流れである。もうひとつは、小説の構造をより多層的にす

る錯綜した流れである。イギリスの富豪と結婚している若きメー ・R夫人が、突然ロンドンの家

を飛び出し、不倫関係にある一人の若いロシア出身の画家とパリで逢引きをする。夫人を誘惑し

たこの画家は、あるイギリス人女性に弱みを握られ、背後から操られている。その女性は、自分

がメー夫人の夫ダグラス・R氏に一方的に婚約破棄されたと思い込み、画家を使つてこの夫婦に

9ジークフリート・クラカウアー 『カリガリからヒットラーまで』(平井正 訳)せ りか書房1971年、63頁。
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復 讐 を遂げ よ うとしてい るので ある。一方、妻 に失 踪 された夫 ダグラス氏は、い くっかの状況 ―

ラジオ が放 送 していたヘ ンリー のジャズバ ン ドの演 奏 と、 このバ ン ドのナイ トクラブでの催 し

「操 り人形舞 踏会(Puppenba皿)」 の予告 を耳 に して、妻が家 を飛び 出 して行 つた こ と、そ して

昔 ロン ドンへ 向か う列車のなかで、失神 した妻 がヘ ン リー に助 け られた ことな ど ― か ら判断 し

て、妻 がヘ ン リー に会 うためにパ リに行った と思い込み 、自分 もまたそのあ とを追 う。か くして、

物 語の二っの流 れは この 「操 り人形舞踏 会」の場 面で合流す るこ とにな る。こ うした物語の背景 、

登場人物た ちのつなが りが、 「私」 と名乗 る匿 名の一 人称の語 り手 に よって少 しず つ明か され て

ゆ く。語 り手は気ま ぐれで、過去 と現在 を何度 も往 復 し、話 の腰 を折 り、時 々苛立 って いるであ

ろ う読 者をなだめす か し、二つの流 れを往復 しなが ら、パズ ルを完 成 させ るよ うにあるいはチエ

スを指す よ うに物 語を進行 させて ゆく。つ ま り、すべて の人物 たちの事情が結び1寸き、明 らかに

なった時点で 、読み手には一種のカ タル シスといつた ものが もた らされ ることにな る。 こうした

様 造か らして 、この小説は よくで きた一種の探偵小説 と見 ることがで きるであ ろ う。

 また、研 究者 グラ ン トが行 っているよ うに、こ うした多層 的な作品構造や、副文や 関係 代名詞

が複雑 に入 り組んだ文体 を持つ この小説 を、ヤ ノヴィ ッツに よって作 曲 された、散 文によるひ と

つの ジャズ ピー スと とらえることもで きるだろ う。10複 合 的な リズ ムの もとに、複数 の演奏者 が

それぞれ別の役 割を果た しなが ら活気 あふれ る音楽 を生み 出 して ゆくジャズは、文明的 なライ フ

スタイル を反 映す る もの として芸術の分野か ら大 いに注 目され た。 「ジャズはモダニテ ィの脈 打

つ鼓動 を象 徴 していた。特 に、そのス ピー ドと、同時にあ らゆるこ とが起 こるとい う都会 的な感

覚を。っ ま りジャズは、時間 と空間の線 条的な感 覚 を消 し去 った、近代生活の同時進行 性を映 す

ものだ つた のである。」11ヤ ノヴィッツに とつて も、 ジャズ は大都 市の人間模様 を描 くのに うつ

てつ けの もの であった。結 末に近い ところでは 、この作品 が ジャズの原理 によつて書 かれ た新 し

い、挑 戦的な/」説 であ り、古い尺度 では捉 える必要 の ない ものであ ることが、語 り手 自身 によっ

て強調 されて いる。ジャズの対岸に あるの は、最後 には安定 した和音へ と解決す る従来 の ソナ タ

や、大団 円で終 わるオペ レッタであ る。

  5人 のジ ャズバ ン ドボーイ ズの物語 は、それ が美 的な ごたごたへ と、そ してそこか ら待

  望の解決へ と展 開 してい く前に終わ る。(111)

io Grandt , J�gen E.:Kinds ofBlue.窃 θ彪z融 θ虚θ舵 加肋 盈η油ηα1伽 ハ㎞ ヨか肥G)lumbus 2004,

S.81�ｽ だ、 ドイツ語特有の韻を踏んだリズ ミカルな言い回し(�er und�er, usw)や 鋭い子音(st)の

発音などに、バス ドラムやハイハットシンバルの リズムを見い出す というところまでいくと、彼の方法は明

らかに恣意的で度が過ぎたことのように思われる。
11AI℃herStraw , Petrine:ノVegmphilia. Auant-Garde Paris and、81a(オ偲 ㎞ θ加 訪θ1920s. London 2000,

5.109.
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  ジャズ小説(Jazz― 】翫)man)と い うものには、動機 が再提 示 されて され るその真 っ只 中

  で 静か に鳴 り止 んだ り、 あつ さ りと終 わつて しま う権 利があ る。 ジ ャズ音 楽の法則か ら

  成 り立 って い るこの最初 の ジャ カ 」・説 にお ける、 この譲 る こ とので きない権利 を守 るこ

  とは、 当然私 に認 め られ てい な けれ ばな らないのt (112)

つ ま り、ヤ ノヴィ ッツに とつてジ ャズは、単 に 「小説 の 中舶 勺な トピック」で あるばか りでな く、

小説 の 「構造 を形 成す る原 珊 で もあつたのであ る。 毘

 しか し、 このノ」・説が全 体 と して実 際にジ ャズの法 則に基づいて書かれて いるか ど うか、とい う

よ うな こ とは、厳 密 には検証 しよ うのない こ とであろ う。それ を確か め よ うとすれ ば、グラン ト

の よ うに 、21世 紀の ジャズ イメー ジか ら20世 紀初頭 のジャズ イメージ を再構 築す る、 とい う危

険 を 冒す ことに もな りかね ない。重 要な のは、20年 代 の一般 的なジ ャズイ メージ と、ヤ ノヴィ

ッツのジ ャズイメー ジ とのずれ を探 る ことに よつて 、彼 の独 自性 を浮かび上 が らせ ることで ある。

3.1925年

 では、 ヤ ノヴィ ッツ は小説 『ジ ャズ』 で、いつ の頃の ヨー ロ ッパを描 こ うとしたのだ ろ うか。

小 説の 冒頭 で、語 り手 は こ う切 り出す0

  1999年 の ヨー ロ ッパの年代 譜 扁者が1925年 頃 の時代 を描 写 しよ うとすれ ば、次の よ う

  に始 め ることだ ろ う。

   それ は 「シ ョー トカ ッ ト(Bubikopf Jの 時代 だった。それ は 「ミニ スカー ト」の、「肌

  色の ス トッキング」の時 代だ つた。 それ は家出息子た ちと誘拐 され た娘た ちの時代だ っ

  た。(…)そ れ は秩序 の領域 にお けるワイル ドな(wild)悪 ふざけ とワイル ドな乱 暴狼

  籍 に対 する ワイル ドな喜 びの時 代だつた。要約 する と、この 時代の真 のプ ログラムには、

  施 ズ という名前がついていた。(6f)

1925年 、 そ れ は ま さに ワ イ マ ー ル 期 ドイ ツ が本 格 的 な ジ ャ ズ の 「ハ ネ ム ー ン」13を 迎 えて い た

年 で あ る。1924年 の11月 と12月 に は 、 白人 の 「ザ ・オ ハ イ オ ・リ ド ・ヴェ ニ ス ・バ ン ド」 と

黒 人 の 「ニ ガ ー ・ジ ャ ズ バ ン ド」 が ベ ル リ ンで 公 演 を行 つ た。 そ の翌 年 に は ベ ル リン の ア ドミラ

12Brady , Philip:"Saxophon‐guter Ibn!"On Hans Janowitゴs Jazz―Novel of 1927. In:Horlacher, Stefan/

Islinger, Marion(xgJI F.apediLzbn nach der Wahrheit Paems, Essays, and Papezs in Honour ofTheo

Stemmler. Heidelberg 1996,5.461-470. Hier 5.24.
13Partsc】馬S ―106.
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ル ス ・パラス トでサム ・ウッデ ィングが率い る11人 の黒人 バ ン ドが演奏 し、 このバ ン ドはその

後8月 か ら12月 にかけて ドイツの主要 都市 を回 つている。 この頃か らベル リンのホテルや カ フ

ェ、バ ーでは ジャズ を演奏 するダンスバ ン ドが 見 られ る よ うにな つて くる。14ヤ ノヴィッツは

父親 の遺 産であ る搾油所 を相 続 し、経営す るた めに1924年 にはベ ル リンか ら故郷のボデ ィエブ

ラディに移っているので、ベ ル リン を訪 れた本場 アメ リカのジ ャズバ ン ドの演奏に実際に触れ る

機会 があったか どうかは不 明であ る。この頃の彼 の生活 に関 して詳 細は分か らないのだが、恐 ら

く幾度かはベ ル リンやその他の ヨー ロッパの大都市 を訪れ 、ジャズに親 しむ機 会 もあった と考 え

られ る。

 シカ ゴで、アメ リカのジ ャズに直 接触 れたカール ・シュ ックは、1929年 に音楽雑誌 「メ ロス」

でその経 験を綴 っている。彼 は、社 交界のジ ャズ と してクラシ ック音楽 に近 いシンフォニ ック ・

ジ ャ ズ が あ る 一 方 で 、 ボ ー ドヴ ィル や キ ャバ レー 等 の シ ョ ウの た め の 「舞 台 の ジ ャ ズ

(B�nenjazz)」 には、ビー トの利 いた 「黒人 ジャズ(Negerjazz)」 の特質がいまだ残 つてい る

と書 いている。15彼 はジャズ音 楽に よるダ ンスに興 じるアメ リカ人 がいまだ数多い ことを伝 え る

一方で
、次 のよ うな、 ドイ ツのジャズ受 容を考 える うえで重 要な感 想を残 している。

  私 はアメ リカにあつて、1925年 頃 の ドイ ツに匹敵 する ほどワイル ドで狂躁 的に(wild

  und orgiatisch)ジ ャズを踊 る聴 衆にはつ いぞお 目にかか るこ とがなか つたので ある。16

このコメン トを見て も、1925年 は ドイツにおいてジ ャズ熱 が頂点 に達 した記 念碑的 な年であっ

た ことがわか る。ヤノヴィ ッツの語 り手は、気ま ぐれ にその年 を 口に したわけではないのであ る。

4.舞 踏病

 初 期のジャズは、まず もってダンス音楽 として享受 され た。エル ンス ト ・シ ェー ンによれば、

「ジャズは感覚 的な単調 さ とい うプ リミティ ヴな 情熱 を、運 動 とい うかたちで解放 す る。周知の

よ うに、その運 動は、血 に飢 えた興 奮状態 と、舞踏病 にまで高 め られ うる。」17ま た音楽学 者ブ

コー フツァー は、先に引いた小論 のなかで、ダンス とジャズ との結 び 付きについて次の よ うに述
べ てい る。

  ジ ャズはわれ われの世界 をダンスによつて征 服 してい る。(一うジャズは単に音楽 的な立

  場 か ら把握 され うるもので はな い。 ジ ャズ は音 楽外 の潜在 能 力(auﾟermusikalische

in Weiher ,5.475.
五5Schieck, Karl:Jazz inAmerika. Inlノ瞼ゐ68, Jg.1929,5.391―393. Hier S.392.
16Eb己

17統hoen
, Ernst:Jazz und Kunstmusik. In:Melos.6. Jg.1927, S―512-519. Hier S,515.
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  Potenz)を 、つ ま りダンスへ の意志 を考 えに入れ るこ とを必要 と して いる。 この音楽 外

  の榊 状 態は 、す べ ての ダンサーを結束 させ る。18

この新 しい受容形 態 と対 照 をなす のが、従来 のクラシ ック音楽 の 「コ ンサ ー ト」で ある。 「コン

サ ー トにお ける体験 方法 は、その本質 か らして受 動的で ある。聴 き手 は演奏 者 と作品か ら、空間

的に もそ して主に精神 的 に も隔て られて いる。」19音 楽を よ り密 に経験 す るとい う点では、ブ コ

ーフ ツァー は
、行儀 よく座 って聴 か なけれ ばな らない クラシ ックの音楽 よ りも、ダンスによる積

極 的な心身 の解放 を聴 衆 に促 す ジャズ を上位 に置 いている よ うに見え る。20

  こ うした消極 性に終止 符 を打 つ のが ジャズなので ある。明 らかにその ダンサ ーは同時に

  最高度 の積極 性を具 えた聴 き手で もある。 この積極 性が発揮 され た場 合、 コンサ ー トの

  聴 き手 と比較す る と、音楽 は芸9行 為 の中心に立つ ことはな く、音楽外 の精 神状態[=

  ダ ンスへの意志7の 脇 役 に徹す るので ある。21

 では 、ヤ ノヴィ ッツの小説 『ジャ ズ』の なかで、 こ うした ダンス音 楽 と しての ジャズは どの よ

うに描 かれ てい るのだ ろ うか。 この作 品の クライマ ックスで ある 「操 り人形 舞踏会」の描写 を以

下に見 てい くことに しよ う。ジャズ は、舞 踏会 に居合 わせ た者 たちを、否 応 なくダンスの渦に巻

き込ん でゆ く。愛 人 との逢 引 きのた めに ロン ドンか ら来た メー ・R夫 人 も、この渦 に逆 ら うこと

はで きない。すで に 「操 り人形 舞踏会(Puppehba】1)」 とい う名称 自体が 、観 衆に対 するジャズ

音楽の圧倒 的な力 を象 徴 して いる。 羽

  もちろん彼女 はた くさんの人 と踊 った。そ してた くさんの人が彼女 と踊 つた。なぜ な ら、

  それ は操 り人形 舞踏会 だ つた か らだ 、これ はダ ンスのデモ クラシー を、男 と女 の選 挙権、

  被 選挙権 を意 味 した。(96)

'sBukofzer ,5.387.
is Ebd .
20ブ コープツァーは1910年 生まれなので、彼はこの1929年 の/J輪を19歳 とい う若 さで書いたことになる。

彼がジャズという新興勢力に対 して、他の年長の批評家よりも寛容だつた とい うことは、大いに考えられる。
zi Ebd .,5.388.
盟 ヤノヴィッツの念頭には、20年 代中頃に大流行 したチャールス トンのイメージがあつたのではないかとも

考えられる。その動きは、まさに糸に釣 られた人形の動きを思い起こさせるのである。チャールストンでは、

踊 り手は 「深 くひざを折つて屈み、それから漕ぐように手を動かし、尻を振り、両足をX形 に振 り動か しな

がら、再び立ち上がる。定められた動作の順序を厳密に遂行することはもはや重要ではなかった。体を使 う

箇所に制約はなく、オ リジナルで自発的であればあるほど良かったのである。」UollmerHeihnann, Hanna:

 GVn・sind uon Kopfhis Fu/iaufLiebe eingestellt」伽 猟 瞭 丁融. Hamburg 1993, S.47f
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大 勢の男 と女 が入 り乱れ、自由にパ ー トナー を選 び 、ダンスを通 してお互いの意 思を確 認 しあ う。

ここで展 開 され てい るのは、言 うまでもな く最 もイ ンモ ラル なジャズのイメー ジであ る。

 こ うした熱 気 を生み出すのが、 「パ ンチ卿 のジ ャズバ ン ドボーイズ ・アン ド・ガールズ」の演

奏 である。

  パ ンチのサク ソフォンが気 ま ぐれ な高音を響かせ て、あるいはブーブー鳴 きなが らこの

  室 内、つ ま り魔 女の大鍋(且exenkessel)の なかを さあ っ と吹 きぬける。 目には見 えな

  いお玉(Kochl�fel)の 役 劃を果 た しなが ら。そ れは この鍋 のなかのすべ ての もの をぐ

  ちゃ ぐちゃにか きまぜ る。一番 上の ものが下に 、一番 下の ものが上に来 るよ うに。 しか

  し今 度はたつぷ り一束 ある大小 さま ざまなお玉 の活躍 で、鍋 の 中身がだんだん と高 く渦

  を巻 いてゆ く。 する と上 の ものがまたもや 下に な り、下の ものが上に とどま る。 とどま

  るのも今 の うち、上か ら下へ 、下か ら上へ 、右 か ら左 、左 か ら右、斜めに上が つて斜 め

  に下が り、絶 えず新た にかき混ぜ られ る。(75)

この 「操 り人形舞踏 会」の場 面では、一貫 して ゲーテの 『フ ァウス ト』における魔 女の厨の大鍋

の比喩 が使 われ る。非常に明快な比 喩であ る。大鍋 は会場、鍋 の中身 は入 り乱れて踊 るダンスガ

ール たちや一般 客だ
、そ して この鍋の 中身 であ る 「ごつた煮(Rago�)」(96)を かき混ぜてい

るのがヘ ン リーたちのバ ン ドの演奏 である。パ ンチが吹 き鳴 らす サ ックスに加 えて、

  そ こには ヴァイオ リン、ピアノ、太 鼓、男性 と女 性の歌 声があ った。 ジー ギィの両手 に

  は 「フ レクサ トン(F'lexaton)」 器 が握 られ 、ヘ ン リー とガール ズの足 下には タップ用

  の板 が置 かれていた。 クラクシ ョン、オモ チ ャの トランペ ッ ト、カス タネ ッ ト、パ ン と

  破裂 する風 船、 とにか く鍋 のお玉(Kochl�fel)と して使 える ことが証明 され た、音 を

  立 てるものすべ てが置かれていた。(76)

これ らが絶え間な く鍋 の中身 をか き混 ぜるので あ る。この撹搾の効用 が最高潮 に達 した とき、「踊

つている人々は、悪魔の大鍋 の中でエ レメ ン トをす っちゃかめつ ちゃか(Tohuwabohu)に され

て 、ひ とつの群 集(einerMasse)と 化すの規 」(76)

 確か にヤノ ヴィ ソツの描写 は、い くぶ ん文学 的なイ メー ジによる誇 張はある ものの、当時の ダ

鴻手のひら大の金属製の楽器,常時 リズムを刻むとい うよりも効果音的に用いられる類の打楽器である。音程

を上ずらせながら徐々に減衰してゆくヴィブラー トのかかった金属的な打撃音が特徴である。20年 代のジャ

ズにおいて好んで用いられた楽器で、今日でも様々なジャンルの音楽で しば しば庚用される。
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ンス熱 、ジャズ熱の高 ま りを示 して いる と言 えるだ ろ う。 しか し、こ うした描写 にはお よそ ジャ

ズ には似 つ かわ しくな いよ うな要 素 も混 ざつている。サク ソフォ ン、パ ーカ ッシ ョン、タップ用

の敷 板な ど、ホ ッ トなジ ャズに欠 かせ ない楽 器 と並んで 、 「ク ラクシ ョン、オモチ ャの トランペ

ッ ト、カ スタネ ッ ト、パ ン と破 裂す る風船、 とにか く鍋 のお玉(Kochl�fel)と して使 えるこ と

が証 明 され た、音 を立 て るものすべ て」(76)が 、休み な く観客 を刺 激 し続 ける。 どんな輯 敷的

な リズム にも一 定の循環 的な法 則が見 られ る ものだが 、ここで のジャ ズは、もはや 何で もあ りの

び つ く り箱 、混 沌と した騒音 の寄 せ集 めで しか ない。 こ うした奇異 な描 写 は、一体 何に由来 して

い るので あろ うか。単 なる文学 的な誇 張であ ると片付 けて しまって よい ものであろ うか。こ うし

た ジャズイ メー ジの形成 に関 わってい る と思われ るの が、ダダイズムで ある。

 言 語芸術 の領域 で黒 人に と りわ け強 い関心 を示 した のが、リヒャル ト・ヒュルゼンベ ックや ト

リス タン ・ツァ ラな どのダダイ ス トたちであ つた。西洋人 には極 めて奇 異な音 の羅列に聞こえ る

黒人 の言 語は、言語 の意 味伝達 機能 を破 壊しよ うと したダダイス トた ちに とって格好 の表現手段

で あつた。彼 らは黒人 の歌やG をそのまま抜 き出 して朗読す る こともあれば、また 自らの詩 作

に生 かそ うとしたの であ る。24ダ ダイ ズム との影響 関係が定かで はないのだが 、ルネ ・シ ッケ レ

が1929年 に発 表 した長編 小説 『ジ ャズ交響曲(Syzuphonie.fair Jazz)』 は、お よそ意 味不 明な

擬i音や言葉 の羅列 で始 まる。

  B臙�,tu. B臙�, tut!71zt!B臙�.

  E血Hu皿a―B臙舩u―

  Auf das K舅guruh!

  Miau 25

 初 期の ダダイ ズム に話 を戻 そ う。1918年1月22日 に 、ベ ル リンの1・B・ ノイマンのグラフ

ィ ック画 廊で催 され た詩 人の 自作 朗読 の夕べで、ヒュルゼ ンベ ックは ダダイズムについて講演 を

行 つたが、 そのなか で彼はチ ュー リヒ ・ダダの活動拠 転であった1916年 のキャバ レー ・ヴォル

テール を振 り返 つて こ う言 ってい る。

  皆 さん方が想像 もで きない よ うな魔女の どんちゃん騒 ぎ(Hexensabbath)が 繰 り広 げ

  られ ま し心 朝 か ら晩ま で ラッパ の騒音 、テ ィンパニ と黒人 の ドラムに よる興奮状態、

別塚原史 『ア ヴァンギャル ドの時代l1910年 ―30年 代』未來社1997年 、25～33頁 参照n

Schickele, Rene Werke in dzeiB舅den Kesten, Herman(Hg.). Bd2. K�n/Berlin 1959,5.191.
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  タップダ ンス とキュー ビズムの ダンス による陶酔も(…)キ ャバ レー ・ヴォル テール はわ

  れわれの実験 舞台で した。そ こでわれ われ は手探 りで 自分た ちの共通点 を理 解 しようと

  試 み ま した。 われわ細 ま皆―緒 に、お もちゃのガ ラガ ラや木製 のステ ィ ック、た くさん

  の原始的な楽器 を用いて素晴 らしい黒人の歌 を作 りま した。 聡

騒音、打楽器群 、ダンスな ど、この証言 には、先 に引いたヤ ノヴィッツの 『ジャズ』の描写 と明

らかな整 合性が見 られ る。ヤ ノヴィッツが ジャズ演奏 とダンスの光景 を描 くのに、ヒュルゼ ンベ

ックが伝 えるところの、ダダイス トた ちによる雑 然 と した黒人詩の朗読 風景が下敷き となつてい

る可能 性が大い にある、 と言 つていいので はないだろ うか。

5.ジ ャズeヨ ー ロ ッパ文化?

 それ までの ヨー ロッパ になかつた躍動 的な リズムを持 つジャズは、疲弊 した西洋 文化 を再生す

るカ ンフル剤 として当時の 知識 人か ら好意 的な関心が大い に寄せ られた。そ の一方 で、この音 楽

は伝統的 な社会 の道徳 を脅かす異分子 ともみ な された。保守的 な人 々に とつては、ジャズは ヨー

ロッパ人 をデカ ダンスと沈滞 へと導 く 「悪 しき血」であつたのt 27例 えばフランスの批 評家ア

ン ドレ ・レヴァン ソンは、ジャズのダ ンスのなか に、よ り原 始的 な社会 に由来す る病理学的な特

性 を見 た。 ヨmッ パ 人はいまや 、破 滅的 な影響 を もた らす 「黒い ウィルス」 に侵 されてい る、

とい うの である。%ジ ャズを伝染病に例 える行為 は、異質 な ものに対 す る過剰 なまでの防衛本能、

理解不可能な ものに対す る不安のあ らわれ と見 る ことがで きるだ ろ う。

 この よ うに、ジャズが急速 に伝播す る過程 で様 々なイ メー ジや先入 見が この音楽 と関連付 けら

れ 、結果 的に独特 のジャズ観 が形成 され ていつた ことは、ワイ マール 共和国のジ ャズを考 える う

えで見 過ご して はな らない ことであ る。特 にジ ャズ受 容の初期 段階(1920年 代初頭)に おいて

は 、ジャズの耳1貫れない異国的 な響 きが大 いに人々の想{象力を掻 き立てた とい うことは容易 に推

測 され る。この時期 には人 々が実際 の演奏 に触 れ る機 会も、レコー ドの流通量 も少 なか つたのだ

が 、この比較 され るべ き規範がない とい う状 況のなかで 、結果 的に実際のジ ャズか ら乖離 した あ

る種恣意 的なイメージが よ り一層増 幅 され る こととなったのであ る。 「黒 い ウイル ス」 とい う表

現 か らもわか るよ うに、ジャズに投影 され たなかで最 も偏 見に富んでいたのが、黒人のイ メー ジ

で ある。類 いまれな生命 力や、 自らコン トロールで きないほ どの強い1蜂 働 を持っ と信 じられ 、

畏1布の対象 となっていた黒人 は、保守 的な人に とって は ヨー ロッパ 社会 を揺 るがす脅威 と映 った

%Rjha Karl(Hg .):Dada Berlin.馳 醗 晦!猛 面oη飢In Zusamlnenarbeit mit B加ne Bergius.

Stuttgart 1977,5.16E
27ArcherStraw , Sユ13.
圏Eb己 , S.114.
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が、現状 を打 開 しよ うとす る芸術家 た ちに とっては魅 力あ るモチー フとなった。パノレチュは、1920

年代 の ドイ ツのジ ャズ受 容 に表 現 主義 が大 きく関わつているこ とを指 摘 してい る。20年 代のパ

リを中心 に活展 し、 ドイ ツを訪れ る こ とも多 かつた黒人 ダンサ ーのジ ョセ フィン ・ベ イカーは 、

あなたは 「人格 化 した表 現 主義だ」、 とジ ャーナ リス トに度 々言われたそ うであ る。幻 もち ろん

表現 主義 の芸術家 た ちは、第一次 大戦 の前や さなかに ジャズ に触れ る機 会が あるはず もなか つた

のであ るが、彼 らは早 くか らア フ リカの文化 に大きな関心 を示 し、自らの芸 術に積極 的 に取 り入

れ たので あった。 「1920年 代 後 半の大 衆 の受容 においては、ジャズ と表現主義 は市 民的 日常ぺの

軽蔑 とい う観 転で同 じもの と見 な され 」30て いた。い わば、表現主義者た ちはジャズを黒人の文

化 として受 け入れ るた めの下地 を作 った とい うことにな る。 ピー ター ・ゲイは、ワイ マール文化

と戦 前の文化 との違 続 性を主 張 し(「共 和国 自身 はほ とん ど何 も倉造 しなかつた。 共和 国は、す

でにそ こにあった もの を解放 した だ けに過 ぎない」31)、戦後 に移植 された文化 であるジ ャズ に関

してあ えて発 言を避 けてい る よ うであ るが 、表現 主義 とま つた く無関係 ではなか った とす れば 、

ジャズ もまた戦前 との連 続 性を持 ち、戦後解放 された文化であ った と見なす ことができ るか も し

れ ない。

 ワイナー は、ドイ ツにお いて ジャ ズ と黒人 の恣 意的なイメー ジの結 び付 きを容易 に した大 きな

要 因 として 、戦 後間 も無い 頃の社 会的 背景 を挙 げている。終戦後1919年 か ら1923年 までの間、

ライ ンラン トや ザール ラン トな どの ドイ ツ西部 、そ して少 しの間ではあったが フランクフル トや

マイ ンツに も、北ア フ リカ、セ ネ ガル 、マ ダガスカル 出身の黒人 のフ ランス軍 部隊 が駐留 した。

ドイ ツ人た ちは多 くの黒人 を実際 に 目の 当た りに し、黒人部隊の馬瑠 を 「人種 的 ・性的 な脅威 で

あ り、立派な 白人文化 に対す る侮 辱」と受 け取 ったので ある。32ち ょうどこの時 期にアメ リカか

らジャズがや つて くる。社 会秩 序に とつて脅威 となるか もしれ なL得 体の知 れない黒人 のイメー

ジ と、異質 な響きのす る、こち らも得 体の知れな いジャズのイ メージが、 ここでひ とつ に融合 し

た可能 性が ある、 とワイ ナー は推 論 してい る。認 注意 すべ きは、表現主 義の黒人イ メージに し

ろ、駐 留す る黒人 部隊 に しろ、 これ らは 共にア メ リカ の黒人 ではない とい うこ とであ る。少 な く

ともポール ・ホワイ トマ ンの楽団 とジ ョー ジ ・ガーシュインの クラシ ック寄 りの作品が ジャズ を

白人 向け に中和 し、有 閑階級 に も通用 す るもの として ヨー ロ ッパ に定着 させ る謎20年 代 半ばま

で は、 ドイ ツにおいて、ジ ャズは黒人 の文 化だ とい う共通認識 はあった にせ よ、それがア メ リカ

29Pansch , S―108f
関Eb己

,5.109.
31ピー ター ・ゲイ 『ワイマール文化』(亀嶋庸一 訳)み すず書房1999年 、7頁,

 Weiner,5.478.
a3 Ebcl ,5.478£

 Ebd.,5.475.
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の文化だ とい う認識 はあま り共有 されていなか ったの ではないだろ うか。

 それ はさてお き、黒人の驚異 的な倉肋 に対す る迷信 は、20年 代後半 にな って も消 えなかった

よ うであ る。ベ ル リンのフォ ノグラフ ・アル ヒー ブで ヨmッ パ以外 の民族音楽の実況録音の編

集 を行 い、比較 音楽学、音楽民俗学 の 「ベ ル リン学派」を立ち上げた ウィー ン生まれの音楽学者、

エー リヒ ・モ ー リッツ ・フォ ン ・ホル ンボステル は、 「ジ ャズ における民俗学 的な もの」 とい う

小論のなかで次の よ うに語っ ている。

  この人種 に とって特徴的 かつ驚 くべ きは、黒 人の歌手た ちが完全 なまでの適 応能 力を持

  つている とい うことで ある。想像 してみ よ。彼 らは単に 白人 の歌 を歌 うだ けではない。

  たちまちの うちにそれ を 自分 で作つてみせ る、 しか もヨmッ パ の流 儀で そ うした歌を

  作 って しま うの芯 それ も見本 そのままの流 儀で作る ものだ か ら、アメ リカの黒 人のメ

  ロデ ィーをア ングロサ ク ソンあるいはロマ ンスの民俗音楽の メ ロデ ィーか ら区別す るこ

  とは、困難 で、 しば しば ほ とん ど不可能な ことなのである。35

  す でにあ る年長の[ア フ リカへの]旅 行者が こんな ことを報告 してい る。彼 が夕方あ る

  学生歌を何気 な く口ず さんだ とす る と、次 の 日には彼 のボーイがその歌 を歌っている。

  その次の 日に はホ栓 体が 、そ して三 日後にはそ の地 方一帯が歌 っていたのだ,%

  黒人は生まれ なが らの音 楽家 である。(白 人の アメ リカ人はそ うで はない と思 う)隣

注意 しな けれ ば な らないの は、ホル ンボステル が驚 嘆 してい るのが専 ら黒人 の樹 放能力 であって、

創造 力で はない とい うことである。 こうした発言 は、読み方 に よつて は、黒人た ちが 白人 の音楽

的財産 を盗む ことによつて黒 人音楽 を作 り上げた のだ、 とも受け取 ることがで きる。

  人 々は八分 音符 一四分 音符 一八分音符 とい うリズム形蝉 と、半音抜 きのペ ン タ トニ ッ

  ク音階 に黒人 音楽 を見つけた、と信 じていた。だが両者 とも単にス コッ トラン ドの歌の特

あHornbostel , Erich M. von:Ethnologisches zu Jazz In:Melas.6.Jg.1927, S.510―512. Hier 5.510.
おEb己 ,5.511.
訂Eb吐 , S―512.
肥 いわゆるシンコペーション、当時ジャズのノリを生み出すための鍵とみなされたリズムパターンである。ラ

グタイムの曲に多く見られ る。ちなみに笠置シヅ子が歌って大 ヒットした 「東京ブギウギ」(1948年 、服部

良一作曲)の 、AABA形 式中のB(サ ビ)部 分に多用されている。
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  徴であって、アフリカの歌の特徴ではない。鐙

  異なった文化が出会 う場合、「より高い」方が 「より低い」方を押しのけるということが、

  普遍的な法則とみなされなければならない(文 化史的エントロピーの定理)。釦

ここで 「より高い」文化であると想定されているのがヨmッ パ、アフリカのどちらか、という

ことなど、もはや言うまでもないほど明らかである。こうした言説からは、基本的にはレイシス

トでありながらも、ジャズに魅力を感 じていることに対して必死で自己弁護している、屈折した

知識人の姿が浮かび上がつてはこないだろうか。

6.黒 人イメージの欠如

 前章では、第一次大戦後のドイツにおいて黒人は並外れた性衝動と能力を持っと信じられ、白

人社会に対する脅威、畏1布の対象となつていたこと、そうした先入見がジャズ受容と深く関わつ

ていることに言及した。20年 代のジャズを扱つたドイツ語の小説においても状況は同じで、確

かに黒人とジャズとの結びつきが強調されるものが多い。41文学の場合には、そうした黒人のイ

メージは、ジャズ音楽が持つエキゾチックな魔力ともいうべきものを表現するのに非常に便利な

トポスだつたわけである。例えばシッケレの 『ジャズ交響曲』では、ジャズを語る箇所で轍拗に

黒人の人物、あるいは黒人を連想させるイメージが繰り返される。姐 また、ヴィッキー ・バウム

の小説 『化学科学生ヘレーネ ・ヴィルフユーアーstud. chem.伽 ηθ陥 醐(1925年)に

は、黒人が弾くジャズピアノの演奏に合わせて白人が踊る場面で、次のような描写が見られる。

踊りに興じる人々を上下運動する 「マリオネット」と表現しているところなど、いくらかヤノヴ

ィッツの 『ジャズ』との近さを感じさせるくだりである。

  ただちにサムソンは使い古しのピアノから、あるリズムを叩き出した。霜降り模様の

  (wie Pfeffer und Salz)ピ アノは、血を沸騰させた。シンコペーションが雨と降り、低

  音部がドンドンと響き、高音がピューッと鳴つた。原生林の雄叫びが、市民のガラス張

  りのヴェランダのなかに入つてきた。そうかと思えば突然すべてが溶解し、飾り気のな

瑛)E風
,S.510.

蛋) .. ,S―511.
ai Weiner ,5.477ff
覗 シッケ レのジ ャズ イメー ジにっ いて は、拙 論 「ル ネ ・シ ッケ レの 『ジャズ交 響 曲』試 論」1京 都大 学大 学院

21世 紀COEプ ログラム 「グ ローバルf[塒 代 の多 元的人文学の 拠 点形成」第三回報告書 『人 文知の新 たな総

合 に向けて』(2005年3月)、249～267頁 所収 、253ペ ージ以下を参 照℃
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  い旋律 とな り(ganz nadζt)、郷愁の色 を帯び、愛 しさのあま りうめき声 をあげ、女た

  ちの尻の緊張 を解 きほ ぐし、彼女た ちの 目を閉 じさせ るの だった。 ←・)黒い悪魔 は白い

  笑み を浮かべ なが ら ピアノに向か い、広間のなか でさか りのついたマ リオネ ッ トた ちを

  上下 にひ っぱ りまわ した。(Ein schwarzer Teufel saﾟmit weiﾟem Lachen am Klavier

  und wg br�stige Marionetten血Saale aufund ab.)娼

ここで はあか らさまな黒人のイ メー ジが ジャズ とい う得体 の知 れな い もの を描 くために用い ら

れて いる。「黒い悪魔」で ある黒人 の奏 でるジャズの魔 力に、人々 はい まや 性的な刺激 を受 け、「さ

か りのついたマ リオネ ッ ト」 とな つて操 られ るがま まであ る。 「白い笑み」 は歯 をむき出 しに し

てにや っ と笑 つている さまで、黒人 的な しぐさのステ レオタイプであ る。黒人 を人間 よ りもむ し

ろ動 物に近 い もの として描 こうとす る、悪意す ら感 じられ る表現 であ るともい えるだ ろ う。

 そ の一方 で、ジャズを中心的 なテー マに据 えて いるに もかかわ らず、ヤ ノヴィッツの小説には、

こ うした黒 人のイメージが決定的 に欠 けてい る。確 かに登場人物のなか には、ジ ョセフ ィン ・ベ

イ カーを思わせ る黒人ダンサーの ビビ ・ブラック(Bibi Bla(;k)が い るのだ が、彼女 は全 くの脇

役 にす ぎず 、ヘ ン リーのジ ャズバ ン ドの演奏行為 には一切 関わ らない。彼女 は黒人で も、ダンサ

ーで も
、名前 が 「ブ ラック」である必要 もまったくない人物 なのであ る。"

 そ もそも人物 、舞 台の設 定か らして、ジャズ を国籍不 明の もの と して扱お うとす るヤ ノヴィ ッ

ツの態 度が見て取れる。舞台はパ リであ り、バ ン ドの メンバーはイ ギ リス人、ハ ンガ リー人、イ

タ リア人な ど、統一 性がない。グラン トは、ジャズによって 自らのアイデ ンテ ィテ ィを取 り戻そ

うとす るアメ リカの黒人 とは違 つて、ヤノ ヴィ ッツの人物 たちには ジャズを演奏す る根拠 がな く、

その演 奏が単な る模 倣に過 ぎないこ とを指摘 してい る。45だ が 、登場 人物 たちには、そ もそ も自

分 たちが模微 者であ るとい う意識 がまった くないので ある。物 語の クライマ ックスで ある 「操 り

人形舞 踏会」が終わ り、各人物の後 日談が語 られ る最終章 では、ヘ ン リーのバ ン ドが何 とアメ リ

カツアーを果 た した ことが伝え られ る。弼 つま りこの物 語のなかでは 、彼 らは模倣者 ではな く、

常に先駆 者として描かれているのである。

紹Ba㎜ , Vicld:stud chem.勘 ηθ㎜ 翻 ㎞chen 1956 S.51.ま た、力 ト ノ ・フランクの 隙 胸J・

説』(1928年)で は、ジャズと黒人が一貫してヨーロッパを蝕む異分子のイメージとして繰 り返 し描かれる。

Vgl. Frank, Bruno Politische Novelle. Berlin 1928.
般 シッケ レの 『ジャズ交響曲』にも、ジョセフィン ・ベイカーを思わせる黒人の女性ダンサー、ビリービリ

(Billi・Bill�ｪ登場する。ヤノヴィッツの場合にも、シッケレの場合にも、 Biと いう音が反復 された名前が用

いられているのであるが、こうした名前が、非ヨーロッパ的な響きを生ぜ しめるための効果音として使われ

ているとい うことは言うまでもない。
菊Grandt , S96ff
娼Janowitz ,5.117.
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 また、先 の章 で見た 「操 り人形舞踏 会」の場面では、サ ク ソフォ ン47の 瞬 、性の解放 として

のダ ンス な ど、ある程 度 紋切 り型 のイ メー ジによって ジャズが描 かれてはい るのだが、そ こには

ジ ャズ と黒 人 との結 びつ き を匂 わせる よ うな くだ りは全 く見 られ ない。またヤ ノヴィッツのジャ

ズイ メー ジの形成 には ダダイ ズムの影 響 の可能 性があ ることを述べたが 、そ うした可能 性が実際

に あるとすれ ばそれだ け一層 、彼の ジャズの描 写のなか に当時の トポス と しての黒人のイメージ

が含まれ ていて も、何 ら不思議 ではない はず なの芯

 で はなぜ ヤノ ヴィ ッツの 『ジャズ』に は黒人のイメー ジが欠落 してい るのだろ うか。理 由とし

て まず考 え られ るの は、ヤ ノ ヴィッツが映画制作や カバ レッ トとかかわ りを持 つていた とい うこ

とで ある。恐 らく彼 はそ うした場所 で、通常よ りも多 く直接 ジ ャズに接 す るこ とができたであ ろ

うし、その なかで 、この音楽 のか らく りを見抜いた、っ ま りい ちはや く脱魔 術化 されていた とい

うこ とが考え られ る。彼 は世 間の人 々よ りも冷 静にジャズを見ていたの蔦 例 えば語 り手は、「世

界 のジャズ化」 に関 して次 の よ うに述べ ている。

  世 界は確かにジ ャズ になった(Die Welt war zwar Jazz geworden)。 確かに。それ につ

  いては何の疑い もな かった し、それ に対 しては どうしよ うもなか つた。 だが、も しか し

  た ら補 足がて らにあ えて こ う主張 してみて もよかつたか も しれない。世界 はただそ の 自

  由時間にだ けジャズ とな つたのだ … それ以外 の時には世界は仕事 に精 を出 し、 しば

  しば雨 に降 られ 、不安 に と りまかれ ることもあつた。 ただ、人生の厳 粛な ときで あって

  も、世界が ほんの少 しばか りジャズに染 まった(angejazzt)と い うこ とは、ああ神様 、

  否 定 しよ うもないの であ るが。(10)

また、ジ ャズバン ドの リー ダー であ る主 人公のヘ ンリーは、イ ンタヴュー に訪れ た レポー ター に

47サ クソフォンは元来ヨー ロッパ生まれの楽器(ベ ルギーのア ドルフ ・サックスの発明品)で あったが、奏法

や庚用法などの点でこの楽器の可能性を広げてみせたのはほかならぬジャズ演奏家たちであった。20年 代に

はサクソフォンはクラシ ック音楽の側からも、ポピュラー音楽の側からも注目され、ジャズのサウンドの謎

を解 く鍵 と見なされた。VgL Seiber,5122 Hollaender, Friedrich:㎞ 」ゆ晦 酬 娩 加五θ伽 塑 惨㍑

undMusik. Hg. und kommentiert von Volker K�n.恥 ㎜1鰯,..,ま たジャズのサクソフォンは、その

木管楽器らしからぬ派手な音色が動物や女性の声を連想させるからか、/」・説においてしばしば猫、または性

交を連想させるものとして描かれている。シッケレの 『ジャズ交響曲』では、主人公は最終章でジャズと決

別す るために自分のサ クソフォンを「死んだ猫(eine㎞ ∋pierte Kat2e)の ごとく」湖のな羽 こ沈める。 Schickele,

S―387オ ルダス ・ハ ックスリーの近未来SFユ ー トピアノ1・説 『すばらしい新世界』(1932年)で は、「カルヴ

ィン ・ス トーブとその十六人のセクソフォニス ト(Sexophonists)」とい うバンドの奏でる音楽で、人々が明

ら調 こジャズのダンスを思わせる 「ファイブ ・ステップ」という踊 りに興じる場面がある。その楽器の音色

は、さか りのついた猫を思わせるものである。「セクソフォンは、月夜にしきりと暗 く猫のような声でむせび

泣いた。」オルダス ・ハ ックスリー 『すばらしい新匿界』(松村達雄 訳)講 談社2001年 、90頁 参照℃
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こ う述べてい る。

  夜 と昼 との あいだの一時 間があるだ ろ う、空 が 白み、昼の霊 どもが夜の最後 のベ ール を

  追い払 う前の一時間のこ と蔦 それ は うろっ きまわる者 どもの時間なんだ,わ かるだろ

  う、 うろつ きまわ らなきゃな らない者 どもつてい うのはつま り、すべての 大都市 のアス

  ファル トの上にいる番人 たち、詩 人た ち、娼 婦たち、泥棒た ちのこ とさ …  それ は

  ま さに、全 世界でジャズバン ドボーイ ズた ちが人の消 えた酒場 か らお っそ ろ しく静ま り

  返 つた、 あるいはち ょうどざわざわ と活気づ いて くる通 りを通 つて、大抵 は遠 くにある

  自分たちの宿に引き上 げてゆ く時間なんだ …  (33)

どちらの引用か らも、ジャズの世 界(夜)と 現実 の世 界(昼)と のあいだには、確 固 とした境 界

線が引かれてい ることが読み 取 られ る。ジャズ は、現実の時間すべて を覆いつ くす ことはできな

い。そ もそ も二つの世界は容 易に混 ざり合 うよ うな関係にはな いの である。ヤ ノ ヴィ ッツに とつ

て、ジャズは決 して 日常の世界 を脅かす ものでは なか った。っ ま り、彼の中には、西洋 社会の脅

威 と しての黒人のイメージをジャズに重ね合わ せる必 要性がなか つたので ある。

7.お わ りに

 最後 に、昼 と夜の二元的な世界観 に通 じるよ うな くだ りをも うひ とつ挙 げてお こう。陸地に対

して戦いを挑 む海の話が語 られ る、少 し謎 めいた 章がある。

  満 ち潮はほんの少 し海岸線 の位置を変 える。6時 間 の あいだたつぷ りと。 しか し地図に

  はそんな ことは一切記録 され ない。それ は取 るに足 らない こ となの規 しか し、引 き潮

  と満 ち潮 とい う事実のなかに、海の ど うと轟 く不満が表れて いるのである。 なぜ な ら海

  は歯ぎ し りしっつも、永 久に、自らが有限 であ るとい うくび きにつ ながれ る ことに甘ん

  じてい るか らである。 われ われ はそれ をま さしくこの、圧倒 的な地面 が浜辺 の呼び鈴に

  手を伸ば し、相 手を粉砕せ ん としてい るこの場所で 目にす る ことができる。 浜辺 、それ

  は悲劇的な境界線 であ り、遠慮会釈の ない夫 婦の褥で ある。 ← ・)寄 せては砕 け散 る波

  また波、それは夫婦生活 の静 かな港 よ りも、む しろ激 しい夫 婦喧嘩 に似っ かわ しい。 そ

  して海 は、周知 のご とく娼 時々市民 的な枷 を激 しく揺 さぶ る こともあ る。(28)

娼 「周知のごとく」とい うことばAり 手力獺 しているのは、燗 の最も醗 な麟 耀 としての第一次

世界大戦のことである。ヤノヴィッツは歴史の展開の根底に海の運動のダイナミズムを見ているのだ、語 り

手は次のように述べている。 「1914年まで世界の耳もとでヴァイオ リンを奏でていたツィゴイナーは、青白

い顔のヴァイオリン弾きに取つて代わられ、そのヴァイオリン弾きは国際的な兄弟殺しコンツェルンの錘壕

のなかを四年間歩き回ったのであつた。しかし今度はその弟である道化師、シンコへo一ションを奏でる男(der―
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ここで陸 地は安 定 した 市民 仕会 を意 味 している。海は、時には激 しく社 会 に反抗す る、抑圧 され

た人間の感 晴であ る。両者 は、いわ ばア ポロ とデ ィオニュ ソスの関係にあ るのt ここで語 られ

てい る海 こそ 、ジ ャズに対す る比喩 と して見る ことができ るのではないだ ろ うか。そ う捉 える と、

ヤ ノヴィ ッツのジ ャス観 が よ り鮮明 に浮 かび上 がって くるのではないか。ヤ ノ ヴィッツはジャズ

を無秩序 な騒 音の寄 せ集 め として描 い た。それ は形を持たない海その ものであ り、またエネル ギ

ーの塊 としての燗 の鯖 そ の ものな のである
。そ うであるな らば ヤ ノ ヴィ ッツに とつて ジャ

ズは、 日常の仕事 の厳 粛 さを和 らげる、単なる都 市型の気晴 ら し(エ ン ターテイ ンメ ン ト)以 上

の存 在意義 と必 然 性を持っ もので もあ つた といえるだ ろ う。 この場 合に も、ジャ ズは外部 か ら移

植 された 靴 では な く、燗 に樋 的 な、内部 か ら湧 き上が る鰍 の叫び なのであ る。

 ヤ ノ ヴィッツは 、 ドイ ツ文学 のな かで1920年 代の ジャズ受容に早 くか ら反応 し、姐 ジャズ理

論 を積極的 に 自らの創 作 に応 用 しよ うと試 みた。また ジャズは この小説 の中心酌 なテー マで もあ

った。ヤノ ヴィッツは このノ」説 で、ジ ャズに侵 食された ヨmッ パ世界 を描 いてみせ たの である。

 本 格的なジ ャズ の受容 が遅 れ た ドイ ツでは、本来の ジャズか らは逸脱 したジ ャズのイ メー ジが

作 り出 されてい つた。 ジャズ は、 白人の 文化を侵 食す る脅威 である と同時 に、疲 弊 した ヨー ロ ッ

パの文 化を リフ レッシ ュす る救 世主で あ るとも考え られた。黒人あ るい はゆがめ られた 黒人 のイ

メー ジは、西洋 に とっ ての他者 、畏 怖の対象 として、ジャズ を語 る場合 に欠 かせ ない ものであっ

た。

 しか し、ヤ ノ ヴィ ッツの小説 には、 そ うした黒人 のイ メー ジが著 しく欠如 してい る。それ は、

ヤ ノ ヴィ ッツが ジャズ を絶 対的 な他 者 として相対化す ることがで きなか ったか らだ、とい うこ と

に尽 きるだろ う。映画 や カバ レッ トとかかわ りの深 かつた彼 にとって、ジャズは まず もつて都市

文化 としてすで に内面化 され た 自明の ものであ つた。 そ して、ジャズは内面か ら湧 き上 がる、抑

圧 され た感1青その もので もあ った。 ジャズは、西洋 に生 きる人々に こそ必要 な ものだ ったのであ

る。ヤ ノ ヴィッツに とっては、漠 然 とした稲威 の象 徴 としての黒人イ メー ジがジ ャズ と結 び1寸く

必要 はなかった。ジャズ への こ う したシ ンパシーか らは、ジャズ及び黒 人に 自らのアイ デンティ

テ ィを重 ねあわせず に はい られ ない、大都 市ベ ル リンに生 きる異邦人ヤ ノ ヴィッツの姿 が見えて

くるのであ る。

Maue der Syukoae)が やってきて、死のヴァイオ リンi姓 のサクソフォンに、死刑執 行人の太鼓はダンサ
ーの ドラムに

、マシンガンはタップダンサーの拍子に取って代わられた。」(8)
狙ヤノヴィッツよりも2年 早い1925年 に、ウィーンの作家フェーリクス ・デールマンが 『ジャズ ウィーン

ノJ・説』とい う表題の小説を発 表しているが、この作品の内容はほとんどジャズとは関係がない。VgL D�mann,

Felix:Jazz WienerRoman. Wien/Prag/Leipzig 1925.
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                  Verjazztes Europa 
 — Hans Janowitz' Roman  Jazz— 

                                   IKEDA Shinya 

Nach dem Ende des ersten Weltkriegs kam der Jazz in die Weimarer Republik. 

Geprägt war er durch komplizierte, die Zuhörer aber zum erotischen Tanz verf ihrende 

dynamische Rhythmen, und er erregte große Sensation. Konservative Kreise sahen im 

Jazz etwas Gefährliches, etwas, das die traditionelle Gesellschaft sexuell attackierte, 

während die Avantgarde und der unternehmungslustige Teil der Gesellschaft sie als 

einen neuen Erlöser begrüßten, der der erschöpften Kultur Europas neue Impulse 

geben konnte. 

   In der Literatur und Kritik dieser Epoche verwandte man häufig von Vorurteilen 

geprägte Vorstellungen vom Schwarzen dazu, um den gefährlichen Zauber und die 

lasterhafte Atmosphäre des Jazz zu beschreiben. Man glaubte damals zum Beispiel, 

daß der „Neger" über eine überraschend starke sexuelle Potenz verfügte und daß er 

gleichzeitig von ununterdrückbaren Trieben beherrscht sei oder daß Europa einmal 

von der schwarzen Rasse völlig erobert werden würde. Dieses imaginierte Bild des 

„Negers" war also ein mit dem Jazz eng verbundenes Topos, in dem sich die vage Angst 

vor der unbestimmten Zukunft Europas aussprach. 

   Hans Janowitz, der als Drehbuchverfasser des ersten expressionistischen Films 

Das Cabinet des Dr. Caligazi (1919) weltberühmt wurde, interessierte sich sehr für 

diese neue Musik und schrieb einen Roman mit dem Titel Jazz (1927), der von einer 

weißen Jazzband in Paris erzählt. Interessant ist dabei, daß im Verlauf der Erzählung 

das typische „Negerbild" weitgehend ausgespart wird, obwohl es ein „Jazzroman" ist 

(wie der Erzähler ihn selber nennt) und daß sein Inhalt gleichwohl mehr oder weniger 

die realen Verhältnisse um den Jazz der Weimarer Zeit reflektiert. Dafür mag es 

folgende Gründe geben: 1. Janowitz hatte in Berlin ausreichend Gelegenheiten, Jazz 

als ein innovatives Kulturgeschehen der großen Stadt zu rezipieren und kannte seine 
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Materie. Er war relativ schnell und einfach vom Jazz entzaubert, ohne ihm gegenüber 

Vorurteile zu hegen. 2. Janowitz vergleicht den Jazz mit der Bewegung des Meeres, das 

immer wieder mit dem Land in Konflikt gerät. Das Meer stellt die formlose, 

dionysische Seite des Menschen dar, wogegen das Land die feste, bürgerliche Welt 

bedeutet. Die Vorstellung des Meeres ist aber gleichzeitig auch als Gleichnis der 

 Unerklärbarkeit des Jazz zu deuten. Jazz ist fiir Janowitz nicht nur eine 

Unterhaltungskultur, sondern darüberhinaus eine notwendige Ausdrucksform des 

modernen Menschen. 3. Janowitz stammte aus Podöbrady, einem Ort in der 

böhmischen Provinz und war daher selber in Berlin ein Ausländer, und es mag sein, 

daß er sich aus diesem Grunde mit dem „Neger" identifizierte. 

   Janowitz konnte, um den Jazz zu schildern, auf ein „Negerbild" verzichten,weil er 

den „Neger" eben nicht für einen absolut Anderen hielt. 
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